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戦争と講和条約

◎○甲午農民戦争 朝鮮半島南部で起きた、東学を信仰する農民の反乱⇒日本と清が出兵 この単元は

（1894年） 地図を自作しようね

◎○日清戦争 甲午農民戦争をきっかけに始まる 日本の勝利

（1894年） ◎○下関条約(1895年) 清が朝鮮の独立を認める　⇒◎大韓帝国に

２億両の賠償金

遼東半島・台湾・澎湖諸島を日本に譲る

　⇒　◎○三国干渉　ロシア・ドイツ・フランスが

　　　◎遼東半島の返還を求める

◎○義和団事件 中国北部で起きた外国排斥の運動

（1900年） 連合軍に鎮圧される

◎○日英同盟 ロシアの南下に対抗するため、イギリスと日本が結ぶ

（1902年）

◎○日露戦争 幸徳秋水（社会主義者）や内村鑑三（キリスト教徒）らが反対日本の勝利

（1904年） ◎与謝野晶子は『君死にたまふことなかれ』を発表し反対

◎○ポーツマス条約（1905年） アメリカの仲介で結ぶ

韓国での日本の優越権を認める

旅順・大連の租借権

長春以南の鉄道の利権

北緯50度以南の◎樺太（サハリン） を日本が得る

　 ⇒賠償金を得られない不満で◎日比谷焼き打ち事件が起きる

条約改正の実現まで

◎欧化政策 1880年代 井上薫が鹿鳴館で舞踏会を開く

◎○ノルマントン号事件 1886年 イギリス船が沈没し、日本人乗客が死亡

　⇒領事裁判権により、軽い罪で終わる

　⇒領事裁判権の撤廃を求める

日英通商航海条約 1894年 ◎陸奥宗光がイギリスと結び、○領事裁判権を撤廃

1911年 ◎小村寿太郎がアメリカとの交渉で○関税自主権を回復

その他

◎帝国主義 アジアやアフリカを軍事力で植民地化する動き

◎シベリア鉄道 ロシアを東西に横断する鉄道

◎立憲政友会 伊藤博文が結成した党

日清・日露戦争
①


